




研究目的

　昭和 43 年以来多数の患者が発生した PCB 中毒症(いわゆる「カネミ油症」)

は,すでに 10 年以上を経過した今日でもなお幾多の未解決の問題がある。長崎

県では長崎市・五島列島に多数の汚染食用油摂取者が居住しており,そのうち

現在まで 680 名が油症患者として診定されている。これらの油症患者の中には

汚染食用油の経口摂取ではなくて母乳又は経胎盤により発症したものもみられ,

妊娠可能な油症患者にとっては経母乳油症児及び経胎盤油症児の問題は深刻で

ある。


